
 

山梨県産業労働部労政雇用課 

在籍型出向活用のオンラインセミナー（11/26）について 

TNSBOS
スタンプ





0 1 2 3 4 5 6 7

人員が不足している

人員が余剰している

過不足はない

0 2 4 6 8 10

利用していたが現在は利用してい

ない

利用していない

利用している



0 2 4 6 8 10

概ね不満

不満

大変満足

概ね満足

〇具体的な事例を聴講することが出来た。
〇制度内容もより理解を深めることが出来た。

〇同業他社様の実例を紹介いただけた点

〇在籍型出向を実際に導入している企業の生の声が聞けたところが良
かったです。
〇出向契約書を作るにあたり、保険や給与の取り決めなどをどのように
するのがいいのか、従業員への出向先での労働条件の提示はどんな方法
が良いのかがまだわからない状態です。

〇実際の利用事業者からの話を聞いて、出向に関する具体的なイメージ
が少しつかめた。

〇内容がより理解できた。
〇ダイナム様の事例の考え方が参考になった。

〇在籍型出向の事例を聞く貴重な機会となった。

0 1 2 3 4 5 6 7 8

深まらなかった

あまり深まらなかった

やや深まった

深まった

0 1 2 3 4 5 6 7 8

参考にならなかった

やや参考にならなかった

やや参考になった

参考になった



0 1 2 3 4 5 6 7

参考にならなかった

やや参考にならなかった

やや参考になった

参考になった

0 1 2 3 4 5 6 7

活用は考えていない

活用を検討したい（受け入れとし

て）

活用したい（送り出しとして）

〇出向元としてある程度の期間出向させた社員の期間終了後
の待遇を考える必要がある。

〇出向中にその職位が埋まってしまった場合、その職位に求
める職務内容に変化があった場合など、元の職位では働けな
い可能性がある。

〇出向事例は参考になったが、出向に関するルール作りが実
行できる事業所は少ないと感じられる、将来的なビジョンな
どが立てられずとも短期間（１か月単位）で可能な雇用調整
に特化し活用できなければ利用は広がらないのではないか。

〇企業間で賃金格差があり、助成金がある場合には賃金格差
を埋めることができるが、その後は難しい。

〇Zoomでセミナーを開催していただけたので、遠方からも
参加できて助かりました。


